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主
張] 

昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
の
発
足
以
来
、
自
衛

隊
は
今
年
で
六
五
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
日
本
の
国
防
を
担

っ
て
き
た
。
自
衛
隊
の
前
身
で
あ
る
保
安
隊
や
警
察
予
備
隊

を
含
め
れ
ば
、
そ
の
歴
史
は
七
〇
年
近
い
も
の
と
な
る
。 

私
た
ち
は
日
々
の
厳
し
い
任
務
に
あ
た
る
自
衛
隊
員
に
心

か
ら
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
災
害
救
助
は
じ
め
身
を

挺
し
て
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
自
衛
隊
に
対
し
、
国
民

的
理
解
と
信
頼
が
深
ま
っ
て
い
る
現
状
を
評
価
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
国
防
・
安
全
保
障
の
重
要
性
を
認
識
す
る
も

の
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
自
衛
隊
に
は
そ
の
活
躍
を
期
待
す 

                   

る
も
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
近
年
の
自
衛
隊
を
め
ぐ

る
状
況
や
日
本
の
防
衛
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
私
た
ち

は
大
き
な
疑
問
と
憤
り
を
抱
い
て
い
る
。「
自
衛
隊
は
、
こ
れ

で
い
い
の
か
」「
日
本
の
防
衛
政
策
は
、
こ
れ
で
い
い
の
か
」

│
│

こ
の
よ
う
に
強
く
思
う
の
で
あ
る
。 

 
 

防
衛
大
で
の
大
量
任
官
拒
否
と
深
刻
な
い
じ
め 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

先
月
一
七
日
、
防
衛
大
で
卒
業
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
い 

  

                 

う
ま
で
も
な
く
、
防
衛
大
と
は
幹
部
自
衛
官
を
育
成
す
る
機

関
で
あ
る
が
、
今
年
度
四
七
八
人
の
卒
業
生
の
う
ち
約
一
割

と
な
る
四
九
人
が
任
官
拒
否
を
し
、
自
衛
隊
に
入
隊
し
な
か

っ
た
。
防
衛
大
卒
業
生
の
う
ち
任
官
拒
否
者
は
常
に
一
定
数

は
い
る
の
だ
が
、
四
九
人
と
い
う
数
は
、
世
間
が
バ
ブ
ル
景

気
に
沸
き
給
与
な
ど
民
間
会
社
の
雇
用
条
件
が
非
常
に
よ
か

っ
た
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
の
九
四
人
に
次
ぐ
も
の
で
あ

り
、
異
常
事
態
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
任
官
拒
否
の
理
由

は
、
「
民
間
企
業
へ
行
き
た
い
か
ら
」
「
自
衛
隊
に
は
向
い
て

い
な
い
と
思
っ
た
」
な
ど
で
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
後
者
の
理 

 

1部 1000円 

（別途送料 160円） 

本
号
の
内
容
【
主
張
】
い
じ
め
・
任
官
拒
否
、
安
保
関
連
法
、
日
報
隠
ぺ
い
、

南
西
諸
島
配
備 

自
衛
隊
は
、
こ
れ
で
い
い
の
か
（
木
川
智
）
…
１
／
【
連
載
】

ア
ジ
ア
放
浪
記
―
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
日
本
を
見
る 

タ
イ
編
②(

仲
村
之
菊)

…
４
／
花
瑛
塾
二
月
～
三
月
活
動
報
告
…
６
／
【
記
録
沖
縄
戦
】
①
軍
民
・
日

米
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
（
沖
縄
戦
史
研
究
会
「
棒
兵
隊
」
）
…
１
０
／ 

お
知

ら
せ
・
編
集
後
記
…
１
６ 
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・
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、
安
保
関
連
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、
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衛
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